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八
九

紫
柏
真
可
の
思
想
構
造

岩

城

英

規

明
末

四
大
名
家
の

一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
紫
柏
真
可
は
、
禅
浄
双
修
や

仏
教
に
よ
る
三
教
合

一
を
唱
え
、
社
会
混
乱
期
で
あ
る
万
暦
年
間
に
お

い
て
衆
生
済
度
を
使
命
と
し
て
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
た
禅
僧

と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
彼
の
思
想
に
関
す
る
研
究
は
現
在
の
と
こ
ろ

概
説
的
な
も
の
が
散
見
さ
れ
る
程
度
で
、
具
体
的
な
思
想
構
造
に
ま
で

踏
み
込

ん
で
分
析
し
て
い
る
研
究
は
未
だ
な
い
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う

な
状
況

を
踏
ま
え
、
真
可
の
思
想
を
構
成
す
る

「性

・
情

・
心

・
理
」

な
ど

の
諸
概
念

の
意
味
を
調
べ
、
及
び
こ
れ
ら
の
概
念
の
相
互
関
係
を

検
討
す

る
こ
と

に
ょ
り
、
彼
の
思
想
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

真
可

は
自
ら
の
思
想
を
示
す
に
あ
た

っ
て

「性

・
情

・
心

・
理
」
と

い
う
概
念
を
提
示
し
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
自
ら
の
思
想
を
説
明
し
て
い

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
忽
滑
谷
快
天
博
士
が
そ
の
著
『
禅
学
思
想
史
』

下
巻
に
お
い
て
、
「達
観
真
可
の
性
情
の
説
」
と
い
う
項
目
を

立
て
簡

潔
に
解
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
(真
)
可
は
性
と
情
と
を
区

別
し
、
性
の
変
じ
て
惰
と
な
る
を
言
え
り
、
蓋
し
性
は
祖
門
に
い
う
所

の
本
来
の
面
目
に
し
て
、
情
は
妄
念
な
り
。
(用
例
省
略
)
即
ち
順
逆
苦

楽
の
相
対
を
以
て
情
と
為
し
、
物
我

一
等
を
以
て
性
と
為
す
な
り
。
彼

は
性
と
情
と
心
と
理
と
の
区
別
を
示
し
て
云
く
、
(用
例
省
略
)
此
説
に

準
ず
れ
ば
性
は
、
心
象
未
発

の
本
体
に
し
て
、
性
の
物
に
応
じ
て
現
前

す
る
を
心
と
謂
う
。
心
の
物
に
応
ず
る
に
方
り
て
、
累
な
き
を
理
と
謂

い
、
累
あ
る
を
情
と
い
う
。
性

は
真
如

の
如
く
、

心
は
第
八
識
の
如

く
、
理
は
覚

に
し
て
、
情
は
不
覚
な
る
が
如
し
。」

こ
の

説
明
に
よ
れ
ば
性

・
情

・
心

・
理
の
お
お
ま

か
な
意
味
は
わ
か
る
が
、

こ
れ
ら
の
概
念
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
順

を
追

っ
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
ど

の
よ
う
な
関
係
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、

性

と
情

の
関

係

に

つ
い
て

真
可
は
自
ら
の
仏
教
思
想
を
表
す
に
当
た

り
、
「性
」
と

「情
」
と

い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

い
か
な

る
も

の
で
あ

る

か
、
以

下
、
例
を
挙
げ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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ま

ず

「
情

」

に

つ

い
て

次

の

二
例

を
挙

げ

る

。

「夫
玄

黄
無

餐
、
省

生
於
情
、
情
若

不
生
、
触

目
皆
道

。
」
(
紫
柏
尊
者
全
集

巻

四
、
法
語
、
示
万
如
禅

人
、

卍
続
蔵
経
、
第

一
輯
第

二
編
第
三
十

一
套
、

三

五
四
丁
左
下
)

(以
下
同
じ
)

「
無
明
智
慧
、
初
非
両
事
。

但
順
情
時
、

身
心
現
前
、

情
消
時
、

身
心
廓

落
。
」

(巻

六
、
法
語
、
示
懐
慈
、
三
六
八
左
上
)

こ
れ

ら

に

よ
る

と

、

省

(問
題
点

11
煩
悩
)

は
情

か

ら

生

じ

る

も

の
で
あ

り
、

無

明

と

智

慧

と

は

本
来

別

々

の
も

の
で

は

な

い
が

、

情

に
従

う
と

き

に

は
身

心

(
11
形
あ

る
も

の
)
が

現

れ
、

情

が

消

え

る

と

き

に
は
身

心

も

な

く

な

る
と

述

べ

て

い

る
。

以

上

よ

り
真

可

に

お

い

て

は
、

究

極

的

価

値

を

実

現

し

て

い
な

い

か

り

そ

め

の
物

あ

る

い

は
姿

と

い
う

意

味

で

「
情

」

の
語

を
用

い
て

い
る

こ
と

が

わ

か
る

。

さ

て
彼

は

こ

の

「
情

」

に
対

し

て

は

「
性

」

の
語

を

対

比

さ

せ

て
説

明

し

て

い
る

。

例

え
ば

次

の
よ

う

な

も

の
が

挙
げ

ら

れ

る

。

「
性
如
水
、
情
如
泳
、
泳
有
質
磯
、
而
水
通
融
。

通
融

則
本
無
能
所
、
質
擬

則
根

塵
尤
然
。
此
義
有
知
有
覚
、
知
則
意
錐
了
然
、
触

事
〓
迷
、
覚
則
触
事

会
理
、
情
塵
自
空
。
迷
則
情
之
累
也
、
覚
則

性
之
契
也
。
」
(
巻
二
、

法
語
、

道

学
禅
学
、
三
三
〇
左
下
)

「墾

地
可
以
得
泉
、

披
雲
可
以
見
天
。

地
也
雲
也
、

情
之
馨
也
、

泉
也
天

也
、

性
之
喩
也
。
今
有

人
於
此
、
欲
堅
於
地
、
濃
於
雲
、

且
恣
而
弗
制
、
不

唯
傷

生
、
終

必
滅

性
也

。
」
(
巻
九
、
法
語
、
長
松
茄
退
、

三
九
六
右

下
)

こ
れ

ら

は

と

も

に
、

仏

教

に

お
け

る

究

極

的

状

態

と

、

そ

れ

に
ま
だ

至

ら
な
い
迷
い
の
状
態
と
い
う
意
味
で
、
性
と
情
を
対
比
さ
せ
て
用
い
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
最
初
の
も

の
は
性
ー
覚
、
情
ー
迷
と

規
定
す
る
と
と
も
に
、
知
と
覚
と
を
対
比
し
て
い
る
。
知
と
は
我
々
の

通
常
の
認
識
作
用
を
表
し
、
覚
と
は
真
実
の
あ
り
よ
う
を
悟
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
次
の
も
の
は
情
を
地
や
雲
に
、
性
を
泉
や
天
に
例
え
、

情
を
克
服
し
て
性
に
至
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
各
例

に
よ

り
、
「性
」
は
仏
教
に
お
け
る
究
極
的
価
値
を
体

現
し
た
も
の
、
「情
」
は
そ
れ
を
ま
だ
体
現
し
て
い
な
い
も

の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
両
者
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
は
、
朱
烹
に
代
表

さ
れ
る
宋
明
理
学
の
影
響
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
次
に
、
こ
の
性
と
情
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
両
者
は
固

定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

「性
変
而
為
情
、
情
変
而
為
物
。
有
能
派
而
上
之
、
何
物
非
性
。
五
行
相

生
、
復
能
相
克
。
天
下
好
生
而
悪
克
、
殊
不
知
外
生
無
克
、
外
克
無
生
。
故

達
者
知
生
生
克
、
聞
死
不
惑
、
知
克
生
生
、
聞
生
不
盈
。」
(巻
九
、
法
語
、

長
松
茄
退
、
三
九

一
右
下
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
情
は
最
初
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
性
が
変

じ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
性
↓
情
↓

物
と
い
う
展
開
が
示
さ
れ
、

こ
れ
は
相
生
=
相
克
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
性
と
情
の
両
者
は
相
互
に
変
化
す

る
も
の
で
あ
る
。

「又
、
無
我
而
霊
者
、
性
也
、
有
我
而
昧
者
、
情
也
。
性
変
而
為
情
、
性
無
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辺
際
、
情
亦
無
辺
際
、
情
復
而
全
性
、
情
無
辺
際
、
性
亦
無
辺
際
、
如
水
広

泳
多
、
泳
厚
水
深
也
。」
(巻
九
、
法
語
、
義
井
筆
録
、
四
〇
〇
右
下
)

こ
こ
で
は
、
性
と
情
と
は
水
と
泳
に
例
え
ら
れ
、
性
は
変
じ
る
こ
と
に

よ

っ
て
情

に
な
り
、
情
は
復
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
性
に
な
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

最
後
に
、
こ
の
対
立
す
る
と
同
時
に
相
互
に
変
化
す
る
性
と
情
は
、

「説
者
以
聖
人
之
応
謂
之
唯
、
衆
人
之
応
謂
之
阿
。
夫
唯
与
阿
皆
応
、
而
有

不
同
者
、
情
也
。
同
者
性
也
、
性
与
情
相
去
不
遠
、
故
日

『性
相
近
也
、
習

相
遠
也
。』
(中
略
)
吾
以
是
知
性
本
無
常
、
情
亦
無
常
。」
(巻
九
、
法
語
、

長
松
茄
退
、
三
九
六
右
上
～
下
)

こ
れ
に
よ
り
、
性
と
情
は
結
局
の
と
こ
ろ
無
常
で
あ

る

こ
と

が

わ
か

る
。上

記
の
各
例
か
ら
、
性
と
情
と
の
関
係
が
ほ
ぼ
把
握
で
き
た
と
思
わ

れ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
真
可
は
性
と
情
の
語
を
、
究
極
的
な
状

態
と
そ
れ

に
至
ら
な
い
日
常
の
状
態
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
が
、

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
両
者
が
固
定
的
、
あ
る
い
は
情
か
ら
性

へ
と
い
う

一
方
通
行
的
な
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
究
極
的
に
は
無
常

で
あ
り
、
相
互
に
交
換
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

二

―

一
、

性

・
情

と
心

や
理

と

の
関

係

に

つ
い

て

第

一
項

に
お
い
て
性
と
情
と
の
関
係
が

ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
が
、
真
可

思
想
に
お

い
て
は
、

こ
の
性
ー
情

の
対
応
の
外
に
、
理
-
情
と
い
う
対

応

が

見

ら

れ

る

。

そ

の
例

を

示

す

と

、

「
若
夫
心
之
前
者
、
則
謂
之
性
、
性
能

応
物
、
則
謂

之
心
、

応
物
而
無
累
、

則
謂
之
理
、

応
物
而
有
累
者
、

始
謂
之
情

也
。

故

日

『無

我
而

通
者
、

理

也
、
有
我
而
塞
者
、
情
也
。
』
」

(巻

一
、
法
語
、

三
二
三
左
下
)

「
鹿
門
子

日

『
大
概
立
言
者
根
於
理
、
不
根
於
情
、

錐
聖
人
復

出
、

悪
能
駁

我
。
若
根
於
情
、
不
根
於
理
、
此
所
謂
自
駁
、
寧

煩
人
駁
鰍
。
夫
何
故
。
理

無
我
而
情
有
我
故
也
。
無
我
、
則
自
心
寂
然
、
有

我
、
則
自
心
泪
然
。
』
」
(
巻

二
十

一
、
雑
説
、
皮
孟
鹿
門
子
問
答
、
五
〇
四
右

下
～
左
上
)

最

初

の
例

で

は
、

理

を

「
物

に
応

じ

る

が

累

が

無

い
も

の
、

無

我

に

し

て
通

ず

る

も

の
。
」

と

し

、

情

を

「
物

に
応

じ

て
累

が

有

る

も

の
、

有

我

に
し

て
通

ず

る

も

の
。
」

と

し
て

い
る

。

そ

し

て

次

の
例

か

ら

わ

か

る

よ
う

に
、

理

を
仏

教

に
お
け

る
究

極

的

価

値

を

体

現

し

た
も

の
と

考

え

て

お

り
、

こ

の
点

か

ら

見

て
、

理

と
性

と

は
同

義

で
あ

る
と

推

測

さ

れ

る
。

こ
れ

を
裏

付

け

る

も

の
と

し

て

次

の
よ
う

な

用

例
が

あ

る
。

「夫

理
、
性
之
通
也
、
情
、
性
之
塞
也
。
然

理
与
情
而
属

心
統

之
、
故

日

『
心

統

性
情
』
。

即
此

観
之
、

心
乃
独
処
於
性
情
之
間
者
也
。

故

心
悟
、

則
情

可

化
而
為

理
、

心
迷

則
理
変

而
為
情

　
。
若

夫
心
之
前
者
、
則

謂
之
性
、

性
能

応
物
、
則

謂
之
心
、

応
物
而
無
累
、
則

謂
之
理
、

応
物
而
有
累

者
、

始
謂
之

情

也
。

故
日

『無

我
而
通
者
、
理
也
、
有

我
而
塞
者
、
情

也
。」

(
巻

一
、

法

語
、

三
二
三
左

上
～
下
)

こ

の
中

、

「
心
統

性

情

」

の

「
性
」

は

「
理
」

の
意

味

で

用

い

ら

れ

、

そ

の
下

の
部

分

も

「
処

於

性

情

之

間

者

」

と

な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、

理

11

性

で

あ

る

と

も

考

え

ら

れ

る

が

、

理

と

性

と

は
そ

の
意

味

に
微

妙
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な
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
の
最
初
に
は
理
と
情
を
対
比

さ
せ
、
理
を
性
之
通
、
情
を
性
之
塞
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
れ

に
よ

り
、
性

は
理
よ
り
も
も
う

一
段
根
源
的
な
も
の
で
あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。
こ

の
こ
と
は
次
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「説
錐
如
此
、
名
不
検
則
義
不
精
、
義
不
精
則
理
不
徹
、
理
不
徹
則
性
不
尽
、

性
不
尽
欲
至
於
命
、
無
有
是
処
。
夫
命
、
用
也
。
此
用
現
前
、
虚
空
可
以
巻

訂
、
有
無
可
以
為

一
条
。」
(紫
柏
尊
者
別
集
巻
四
、
義
井
語
録
、
卍
続
蔵

経
、
第

一
輯
第
二
編
第
三
十
二
套
、
七
一
右
上
)

こ
こ
で
は
名
↓
義
↓
理
↓
性
と
い
う
順

に
よ
り
現
象
的
な
も
の
か
ら
根

源
的
な
も

の
へ
と
遡

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「理
明
則
情
消
、
情
消
則
性
復
、
性
復
則
奇
男
子
能
事
畢
　
。
錐
死
何
憾

焉
。」
(巻
二
十
三
、
書
、
与
湯
義
仍
、
五
二
〇
左
上
)

こ
こ
で
は
、
理
明
↓
情
消
↓
性
復
↓
奇
男
子
能
事
畢
と
い
う
順
の
展
開

を
述
べ
て
お
り
、
理
が
明
ら
か
に
な
り
情
が
消
え
て
始
め
て
性
が
復
す

る
と
い
う

順
序
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
各
例

に
よ
り
、
「性
」
と
は
仏
教
に
お
け
る
究
極
的
価
値
の

最
も
根
源
的
な
形
態
で
あ
り
、
「
理
」
と
は
性

の
肯
定
的
部
分
を
、
「情
」

と
は
否
定
的
部
分
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ー

二
、
性

・
情

・
理

と
心

と

の
関
係

「夫
理
、
性
之
通
也
、
情
、
性
之
塞
也
。
然
理
与
情
而
属
心
統
之
、
故
日

『心

統
性
情
』。
即
此
観
之
、
心
乃
独
処
於
性
情
之
間
者
也
。」
(巻
一
、
法
語
、

三
二
三
左
上
～
下
)

「
但
応
物
而
有
累

、
則
謂
之
情
、
応
物
而
無
累
、
則
謂
之

心
。
故
情
与

心
、

名
焉
而
巳
、

若
其
実
也

、

亦

存
乎
其

人
耳
。

故

日

『
周
流

六
虚
、

上
下
無

常

。』
無
常
者
、
情
也
、

六
虚
者
、
交
也
。

交
乃
虚
位
、

忽
吉
忽
凶
、

皆
情

之
所
致
。

故

日
、

吉
凶
以
情
遷
。
(
中
略
)
心
則

又
寓
乎

卦
交
之
問
、

故
可

以
統
情
性
。
統
、
通
也
。
蓋
善

用
其

心
、
則
情
通
而
非
有
、
性
通
而
非
無
。
」

(
巻
二
十
二
、
雑
記
、
解
易
、
五
〇
九
右
下
～
左
上
)

上

記

の

二
例

を

見

る

と

、

心

は
性

お

よ
び

理

と

情

を

統

べ

る

も

の
で
あ

り

、

性

は
心

に
属

す

る

も

の

で
あ

る

。

こ
れ

ら

に
対

し
、

性

を

心

よ

り

も

根

源

的

な

も

の
で
あ

る

と
す

る

説

明

も
あ

る
。

例

を
挙

げ

る

と

、

「
夫
知
也
者
、
已
発
而
昧
中
者
也
、
覚

也
者
、
発
而
中
節
、
而

不
昧

中
者
也
。

昧
中
則
不
和
。
不
和
則
何
往
而
非
率
情

也
。
情
有
私
而
性
無
我
、
故
率

性
則

何
往
而
非
霊
。

(中
略
)
唯

見
性
者
、

了
知
性
外
無

心
、

心
外
無
法
。
」

(巻

一
、
法
語
、
示
覚
慈
、
三

二
八
右
上
)

「
夫
情
未
変
之
初
謂
之
心
、
心
之
前
謂
之
性
。
」
(巻
四
、
法
語
、
示
陸
季
皐
、

三
五
五
右

上
)

「夫

情
、
波

也
、
心
、
流
也
、
性
、
源
也
。

(中
略
)
応
物
而
無
累
者
、
謂
之

心
、

応
物
而
有
累

者
、
謂
之
情
、
性
則
応
物
不
応
物
、
常
虚
而
霊
者
是
也
。

由
是
観
之
、
情

即
心
也
、

以
其

応
物
有
累

、
但
可
名
情
、

不
可
名
心
、
心
即

情
也
、
以
其
応
物
無
累
、
但

可
名
心
、

不
可
名
情
。
然
外

性
無

応
与
不
応
、

累
与
不
累
耳
。
若
然
者
、

情
亦
性
也
、

心
亦
性
也
、

性
亦

心
也
、

性
亦
情

也
。
有
三
名
而
無
三
実
。
」

(巻
九
、
法
語
、
義
井
筆
録
、
四
〇
〇
左
上
)

こ
れ

ら

を

見

る

と

、

最

初

の
も

の

は

「
性

外

無

心
」

つ
ま

り
性

が

心

よ
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九
三

り
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
次
の
も
の
は
性
↓
心
↓
情
と
い
う
展

開
を
示
し
、
最
後
の
も
の
は
心
と
情
を
対
比
さ
せ
、
こ
の
両
者
が
生
じ

る
場
と
し
て
、
よ
り
根
源
的
な
も
の
と
し
て
性
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
例
は
、
性
を
心
よ
り
も
根
源
的
な
も
の
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ

で
は
上
記
の
三
つ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
相
違
は
ど

の
よ

ら
に
説
明

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点

に
つ
い
て
筆
者
は
、
前
者
の

「性
」

は
、
「理
」
と
等

し
い

意
味
で
用

い
ら
れ

て
お
り
、
「心
」
と
い
う
場
に
お
い
て
活
動
す
る
、

二
元
的
対

立
に
お
け
る
肯
定
的
側
面
を
持

つ
も
の
と

い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
「性
」
は
、
前
者
の

「性
」
11
「理
」

と

「情
」
が
分
化
す
る
以
前

の
根
源
的
な
価
値
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
こ

の
性
の
性
格
で
あ
る
が
、

「性
有
性
之
体
、
性
有
性
之
用
、
性
有
性
之
相
。
何
謂
体
。
用
所
従
出
也
。

何
謂
用
。
相
所
従
出
也
。
何
謂
相
。
昭
然
而
可
接
者
也
。
如
善
悪
苦
楽
之

情
、
此
相
也
。
苦
楽
之
情
未
接
、
霊
然
而
不
昧
者
、
此
用
也
、
外
相
与
用
、

而
昭
然
与
霊
者
皆
無
所
自
　
、
此
体
也
。
昔
人
性
無
善
悪
、
情
有
善
悪
。
殊

不
知
性
無
性
、
而
具
善
悪
之
用
、
用
無
性
,
而
著
善
悪
之
相
。」
(巻
六
、
法

語
、
三
六
九
左
上
)

こ
こ
で
は
、
「性
」
に
も
体

・
相

・
用
が
あ

り
、
体
↓
用
↓
相
の
順
に

展
開
す
る

こ
と
、
「性
」
は
無
性
に
し
て
善
悪

の
用
を
具
す
る

の

に
対

し
て
、
「
用
」
は
無
性
に
し
て
善
悪

の
相
に
執
す
る
こ
と

な
ど

を
説
明

し
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
真
可
思
想

の
基
本
的
構
造
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
最
後
に
結
論
と
し
て

「性

・
情

・
心

・
理
」
の
意
味
及
び

こ
れ
ら
の
概
念
の
相
互
関
係
を
提
示
す
る
こ
と

に
す
る
。
彼
の
思
想
に

お
い
て
は
、
善
悪

・
有
我
無
我
な
ど
あ
ら
ゆ
る

一
一元
的
対
立
が
起
こ

っ

て
い
な
い
根
源
的
な
形
態
と
し
て

「性
」
が
あ
り
、
こ
の
性
が
生
じ
活

動
す
る
場
と
し
て

「
心
」
が
あ
る
。
こ
の

「性
」
は
根
源
的
な
も
の
で

あ
る
が
、
「
性
」

の
肯
定
的

・
有
価
値
的
側
面
を
も

「性
」
と
し

て
呼

ん
で
お
り
、
こ
れ
は

「理
」
と
も
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
根

源
的
な
も
の
で
あ
る

「性
」
の
否
定
的

・
無
価
値
的
側
面
を
表
す
も
の

と
し
て

「情
」
が
あ

り
、

こ
れ
は
後
者
の
意
味
の

「性
」
あ

る

い
は

「
理
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

紫
柏
真
可
、
性
、
情
、
心
、
理

(東
京
大
学
大
学
院
)
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